
「全農酪農セミナー2022」
開催のご案内

　ご視聴後、アンケートの回答をお願い
致します。また、セミナー内容に関するご
質問等がございましたらアンケートにご記
入ください。後日、最寄りの担当者から回
答させていただきます。
※アクセスが集中しますとホームページに繋がりにくくなる場
合がございます。その場合は、しばらく経ってから再度アク
セスしてください。
※ご利用のインターネット回線の状況やサーバー負荷、ご利
用者様のPCまたは端末の環境により映像が途切れる、
又は停止するなど正常に視聴できない事があります。
※通信にかかる費用はご利用者さまのご負担となります。

　下記のQRコード、またはURLからアクセスいた
だき、受講をお申し込みください。
お申し込み後、セミナー事務局より、メールにて「全
農酪農セミナー2022」のご視聴用のアドレスを
送付いたします。そちらのアドレスにアクセスの上、
ご視聴ください。
　また、本セミナーは期間中繰り返し視聴することができます。

●参加申し込みフォーム

ユーザー名：dairy-seminar　　パスワード：zennoh2022
https://jaccnet.zennoh.or.jp/dairy-seminar/

2023年1月開催2023年1月開催
参加費無料
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資材・飼料高の状況で、これまで以上に生産効率を高めることが求められます。
後継牛育成を中心に、いかに“農場全体の収益性”を高めていくか紹介します。
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2023年1月6日～31日にかけて、「全農酪農セミナー2022」を開催します。今回は、
バージニア工科大学名誉教授ロバート・ジェイムス氏を講師に迎え、「効率的な後継牛
の育成と牛群管理」をテーマに講義を行います。
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開催方法

申し込み期間

視聴期間

ロバート・ジェイムス氏ロバート・ジェイムス氏講師

セミナー参加方法 アンケートのお願い

【対象部位】
①前胸から胸底
②腹底
③肋側面
④上脛　表裏・側面
⑤下脛　表裏・側面
⑥前肢　表裏・側面
⑦後肢　表裏・側面
⑧肛門周囲
⑨尾杖から尾房等

東京食肉市場株式会社　令和4年9月パンフレットから引用

■ 500gスプレーボトル×6本
■ 2kgボトル×6本
■ 18kgQBテナー

荷姿

動　薬　部　TEL：027-347-3223
　　　　　　FAX：027-347-4577 
札幌事業所　TEL：011-214-3656
東北事業所　TEL：019-637-6050   

関 東 事 業 所　TEL：027-346-9091
北九州事業所　TEL：096-294-8322
南九州事業所　TEL：099-482-3044

※ヨロイ：体表に長期的に付着した糞便が固まり、丸状・板状等になり固まったもの。
※汚れ：短期的に付着した糞便・オガ等。流水・ブラッシング等で簡単に落とすことができる。

①頑固にこびり付いたヨロイの中に浸み込

み、ヨロイが柔らかくなるので、洗浄の

労力を抑えることができます。

②安全にヨロイを落とすことができ、洗浄

時間も短縮できることから、牛へのスト

レスを大幅に軽減できます。

（１） Aランク（対象部位①～⑨の3カ所以上で「ヨロイ」が確認できるもの）：令和4年11月1日より
（２） Bランク（対象部位①～⑨の2カ所で「ヨロイ」が確認できるもの）　　：令和5年 4 月1日より
（３） Cランク（対象部位①～⑨の1カ所で「ヨロイ」が確認できるもの）　　：令和5年 4 月1日より

　令和3年6月より「HACCPに基づく衛生管理」が制度化され、東京食肉市場においても施行されてか
ら1年以上経過しました。一方で、現在も「ヨロイ」や「汚れ」が著しく付着した牛生体が散見され、東京都
中央卸売市場食肉市場及び、東京都芝浦食肉衛生検査所より厳しく改善指導が発せられています。
　上記を踏まえ、生体搬入時に「ヨロイ」が体表に付着したものについて以下のとおり荷受不可となります
ので、「ヨロイ」の完全除去を実施の上、出荷するようご留意ください。

株式会社 科学飼料研究所
http://www.kashiken.co.jp/

製品特性
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実施内容 以下の「ヨロイ」基準にもとづき荷受不可

「ヨロイ」落としの厳格化について

「ザ・ヨロイ落とし」
のご紹介

東京食肉市場出荷時の

3

■「ザ・ヨロイ落とし」の使用事例

※今回検証動画では、「ザ・ヨロイ落とし」の効
果がハッキリと分かるように、黒毛和種では
なくホルスタイン種を活用しています。

①ザ・ヨロイ落としを
　塗布した場合

②ザ・ヨロイ落としを
　塗布しない場合

専用洗浄資材 家畜用中性洗剤
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